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北部北上山地，安家層石灰岩の小構造についで

杉本幹博*＊・字田進一**＊

緒言

北上山地北部地域の地向斜性古期岩類は地質

構造，地質時代の特徴にもとづいて西から東へ

早池峰構造帯，北部北上帯，岩泉帯，田老帯

に区分され，それぞれ早池峰構造帯東縁の構造

線，葛巻構造線，田老構造線で接している。こ
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Fig.１．MapshowingthedistributionoftheAkkaFormationandtheareastudied．

ｂ･granodiorite･ａ･AkkaFormation．ｃ・Tar6-typegranodiorite．
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南方への軸傾斜によって北部の山根・山形地域

では東・中・西の３列に，南部の安家・岩泉地

れらのスラスト性主要構造線と各帯に発達する

縦走断層（1ongitudinalfault）および地層の

帯状配列のしめすＮＷ－ＳＥ，ＮＮＷ－ＳＳＥ方

向は北上山地北部地域の地体構造を特徴づける

とともにそのどの構造発達史を強く規制した構

造方向として重要視されているが，これらの縦

走断層はＮＥ－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向の横断

断層（transversefault）によってひんぱんに

切られ，転移することが近年東縁部各地であき

らか仁されてきた。

小論ではおもに岩泉帯に属する岩手県久慈市

山根町赤肪（あかぼう）橋地区および馬渡（ま

わたり）地区の安家層石灰岩を例としてＮＥ

－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向の多数の右横ずれ

（right-1ateral）小横断断層の存在をしめすと

ともに岩泉帯，田老帯の断裂（fracture）系，

系統的節理(systematicjoints）系などが両帯

の主要構造および横断断層の方向によく一致す

ることをしめして，ＮＷ－ＳＥおよびＮＥ－ＳＷ

の卓越した２方向が両帯の構造形態を強く規制

することをのべ，とくにこれまであまり注目さ

れなかったＮＥ－ＳＷ方向の構造方向が東北日

本北部地域のいわゆる基盤古期岩層中にかなり

普遍的仁発達することを予察的に指摘したい。

１．安家層（AkkaFormaｵion）について

安家層は主として石灰岩からなり，Ｆｉｇ．１

にしめしたように岩手県久慈市西方の久慈川流

域から南方の岩泉地域にかけて，ほぼＮＮＷ－

ＳＳＥ方向に分布している。岩泉層群（ジュラ系

～先宮古統下部白亜系？）の下部層をなし沢山

川層とともに岩泉帯の有効な鍵層をなしてい

る。久慈市山根町滝一川又橋西方の県道ぞいを

模式地とし層厚500～1000ｍ・Fig.２にしめし

たように下位の沢山川層（輝緑凝灰岩相）から

漸移し最下部は石灰質頁岩・粘板岩互層，主部

（中部）は黒灰色板状泥質石灰岩および灰白色

板状石灰岩からなる。上部はしだいに団塊状チ

ャートを挾み，石灰岩・チャート簿互層に漸移

する。最上部に板状～塊状チャートを伴うこと

がある。

安家層は摺曲構造によってくり返し出現し，

：
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域では東・西２列に分岐して露出するが，後述

する赤肪橋地区（Figs，３，４）および馬渡地

区（ＰＬＩ）はそれぞれ北部の東列および中列

に属している。

北部の東列はＮ15｡～25.Ｗ，５０｡～80.Ｗの

走向，傾斜をもち，全体として下戸鎖背斜の逆

転した東翼をなしている。また,ひんぱんにＮＥ

－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向の横断断層で転移し

ており巨視的には実際の走向よりもいくぶん南

北に近い方向をもつようにみえる。東列の東限

は上位層の関層（チャート・粘板岩相）東列お

よび高屋敷層（砂岩・粘板岩・チャート相）東

列と上戸鎖構造線で接し，西限は沢山川層に漸

移している。中列はさらに小摺曲をくり返し，

巨視的には複向斜（深田一橋場向斜）をなして

Ｎ20｡～30.Ｗ方向にのびており，東列よりも

いくぶん西よりの構造をもっている。南端部で

東列および西列と合体し，下戸鎖背斜および葛
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形背斜を形成している。中列の東西両限はとも

に沢山川層と一部整合，一部断層の関係にあ

る。西列は中列とほぼ調和した方向をもち東限

は沢山川層と整合，西限は高屋敷層西列と断層

(川井一小国一栗山断層）で接する。

南部地域の両列は花崗閃緑岩（田野畑岩体）

の影響をうけてわん曲しながらほぼＮ－Ｓ方向

に配列しており，東列の東限は高屋敷層東列と

上戸鎖構造線で接し，西限は沢山川層と整合で

ある。西列は北部地域の中，西列にほぼ相当し

東限は下位層の茅森層群（上部三畳系）間木平

層（砂岩．粘板岩相）と，西限は高屋敷層西列

とそれぞれ断層で接している。

が発達。

これらの細区分の境界線および鍵層をなす薄

互層（Lsa）の転移によって確認される高角度

の小断層はFig.３にしめしたようにほとんど

がＮＥ－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向にほぼ平行し

て生じており，地層のひきづりの状態，スリッ

ケンサイドは一般に走向移動成分の大きい右横

ずれ断層の特徴をしめしている。

つぎに赤肪橋地区に発達する断裂（裂艫，割

れ目）を測定し，シュミット網に下半球投影し

てえられた頻度分布をＦｉｇ．５にしめした。個

々の裂艫,割れ目はほぼ１～10ｃｍの巾をもち粘

土，崩土で充填されている場合が多い。生成時

期の新旧関係，成因的背景はここでは節別され

ていないが，全体として長内川の西岸地区では

測定数102についてＮ10｡～22.Ｗ，６６｡～83.Ｗ

およびＮ70｡～84.Ｅ，８０｡～86.Ｎ方向に，と

もに10～15％のピークがある。東岸地区では測

定数113についてＮ5｡～20.Ｗ，６８｡～78.Ｗおよ

びＮ70｡～80.Ｅ，８０｡～84.ｓにそれぞれ10～１５

％および15～20％の顕著なピークがみとめられ

る。

このうちＮ10｡～20.Ｗ，７０｡～80.Ｗ方向の

ピークは板状石灰岩質岩の層理面（bedding

plane）にそった裂艫，割れ目が比較的多いた

めに生じたものであるが，この方向はこの地域

一帯に支配的な摺曲軸および縦走断層の方向に

ほぼ一致していて，実際の移動量を野外で確認

することがきわめて困難なために識別しえない

層理面方向の剪断帯の存在を間接的にしめすも

のと考えられる。またN70｡～80.Ｅ，８０｡～85.

ｓ方向のピークは横断断層の方向によく一致し

ており，これらの卓越した２方向が赤肪橋地区

の構造形態をほぼ規制するとみなすことができ

る。

11．安家層石灰岩の小構造について

１．赤肪橋地区の小断層・断裂系

赤肪橋は久慈市山根町滝部落の南方約１ｋｍ

に位置し，周辺の岩盤は全て安家層東列に属す

る石灰岩質岩からなっている。石灰岩質岩はほ

ぼＮ10｡～20.Ｗ，６５｡～80.Ｗの走向，傾斜を

もち，Figs､３（地質図）および４（断面図)に

しめしたように岩質の特徴，単層構成の相違に

もとづいて下位より次のように細区分される。

石灰質頁岩。粘板岩互層（Lsm）：優黒色。

各単層は30ｃｍ±・風化する層理面にそって容

易に割れやすい。

石灰質頁岩・石灰岩互層（石灰質頁岩やや優

勢）（Ａ１s）：白，黒色。ほぼ１：１の比率ま

たは石灰質頁岩がやや優勢。各単層は10～２０

Ｃｍｏ

石灰岩・石灰質頁岩互層（石灰岩優勢）（All）

：白，黒色。石灰質頁岩の部分は凸出してい

る。単層の層厚は石灰岩がほぼ１０～20ｃｍ，石

灰質頁岩が５～10ｃｍ・石灰洞（d20ｃｍ）が発

達している。

石灰岩・石灰質頁岩簿互層（Lsa）：各単層

は３～５ｃｍ，層理面にそって割れ目が多く発

達している。層厚は全体で２ｍ以内。

石灰岩（Ls）：優白色。単層は１０～45ｃｍ程

度。まれに石灰質頁岩を挾む。小規模な石灰洞

2．馬渡地区の小摺曲・壁開系

Ｐ１ａｔｅｌは久慈市山根町川又沢中流の馬渡部

落北方約300ｍにみられる安家層石灰岩の小橋

曲構造をしめしたもので，露頭（ＰＬＩのFig．
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Fig.３．GeologicalmapoftheAkab5-bashiarea，Yamane-ch6，KujiCity．

a・alternationofcalcareousshaleandslate．ｂ･alternationofcalcareousshaleandlimestone

(calcareousshaledominant)．ｃ・alternationoflimestoneandcalcareousshale（Iimestone
dominant)．ｄ・thinalternationoflimestoneandcalcareousshale．ｅ、１imestone．ｆ・alluvial
riverterracedeposits．ｇ・alluvialdeposits・hdetritus．ｉ・fault．ｊ・dipandstrike．
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Ｆｉｇ．４．GeologicalsectionsoftheAkab6-bashiarea．（ＬｅｇｅｎｄｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎＦｉｇ、３)．

６）は全長約26ｍ，高さ約６ｍ。ほぼ東西仁の～25゜Ｗ，６５｡～80.Ｗのきわめて安定した面方

び北側に面をむけている。全体が安家層下部に向をもっており安家層中列のなす一般的な走向

特有の石灰質頁岩．石灰岩簿互層からなり，中方向とほとんど一致している。これらの軸面壁
列の分布の北限近くにあって深田向斜の軸部付開は摺曲構造の形成と密接に関連して生じたも
近に生じた局所的な背斜状隆起部に相当してのとみなされるが赤肪橋地区のように大背斜の

いる｡きわめて複雑に変形しており剪断摺曲雲彗藤二鰯二警二鬘麗驍鷆云讓
（shearfolding）の特徴とともにドラッグ面方向の剪断帯の存在を明示している。
摺曲（dragfolding），放射状蕊開（radial 摺曲軸，軸面努開は，ほぼＮ60゜～70.Ｅ方向

cleavage）など多彩な小構造がみられる。 の高角度の節理（joints）系でシャープに切ら

全体にわたって無数に発達する軸面壁開れており，赤肪橋とほぼ同様の卓越した２方向

(axialplanecleavage）はＰ１ａｔｅｌのFig.９がこの地区一帯の構造形態を規制することをし

に等面積網下半球投影でしめしたようにＮ15。めしている。
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illustratedbytheSchmidtprojection（lowerhemisphere)．

これらは，それぞれこの地域を構成する陸中

層群槙木沢層（チャート・粘板岩，砂岩・粘板

岩相），腰廻層（砂岩・粘板岩相）の摺曲軸の

なすＮＷ－ＳＥ方向と，これを切るＮＥ－ＳＷ，

ENE-WSW方向の横断断層の方向と大旨一致

している。この対応状態は赤肪橋地区および馬

渡地区の安家層石灰岩にみとめられる対応関係

ときわめてよく一致するとともに，田野畑海岸

地域一帯においてもＮＷ－ＳＥおよびＮＥ－ＳＷ

方向が構造形態を強く規制していることをしめ

している。

小論でとりあつかった裂艫，割れ目，節理，

藍開などの小構造は地史的にみていく度か地殻

変動をこうむってきた北部北上山地にあって，

それぞれ生成の時期と成因的背景を異にするこ

とが予想されるところから，これらを直接造構

造過程における応力場の復元，解析に用いるこ

とは今のところできない。しかしながら，総体

的にみてＮＷ－ＳＥ，ＮＮＷ－ＳＳＥの主要構造

方向がＮＥ－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向によって

、、田野畑海岸地域の節理系との比較お

よび考察

田老帯に属する下閉伊郡田野畑海岸地域の陸

中層群（ジュラ系～先宮古統下部白亜系）には

P1atellのFigs､１～５にしめしたように，一

見してあきらかに識別できる２方向の系統的節

理（systematicjoints）が発達している。一般

に高角度をなし，いずれか一方の面がより優勢

に発達しておりチャート，珪質頁岩，粘板岩な

どの珪質，細粒岩ほど安定した面方向を保って

いる。

Ｆｉｇ．６は松前沢および槙木沢流域を中心に

系統的節理がとくによく発達する地点をえら

び，卓越した２方向を選択して測定し等面積網

に下半球投影したもので，同時に各地点での系

統的節理のなす走向方向の相加平均値を偏角補

正を施してしめしてある。この図からあきらか

なように，卓越した２方向は各地点でほぼ類似

した値をしめしており大略Ｎ30.ＷおよびN

60oEの走向方向をもっている。
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Fig.６．MapshowingthegeneraltrendsofsystematicjointsintheTanohatacoastaldistrictand
diagramsshowingthedistributionofpolesofsystematicjointplanesinthesamedistrictillustratedby
theequal-areaprojection（lowerhemisphere)．ｃｈ：chert・ｓｌ：slate、ｓｓ・sl：alternationofsandstone
andslate･sst：sandstoneporp：porphyrite．

ひんぱんに剪断，転移される規則性は注目すべ

き構造形態上の特徴であって，とくにこれまで

あまり注目されなかったＮＥ－ＳＷ方向は，北

上山地北部地域一帯の山系，水系にもよく反映

されているところから，東北日本北部地域のい

わゆる古期岩層中にかなり普遍的に発達する構

造方向とみなされ，その構造発達史的意義が注
目される。
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よく一致しており，この卓越した２方向がこの

地域一帯の構造形態を規制するとみなされる。

（５）とくに，これまであまり注目されなかっ

たＮＥ－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷの構造方向は東北

日本北部地域の古期岩層中にかなり普遍的に発

達することが予想され，構造発達史的意義が注

目される。

引用文献

杉本幹博，1969,北上外縁帯，岩手県小木・田野畑

地域の中生層。東北大地質古生物研邦報，ｎｏ70,ｐ、

１～22,12図，１２表，３図版。

，１９７２ａ，北部北上山地，葛巻構造線およ

Ⅳ、要約

（１）岩泉帯赤肪橋地区の岩泉層群（ジュラ系

～先宮古統下部白亜系？）安家層石灰岩を精査

し，多数のＮＥ－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向の右

横ずれ小横断断層の存在と断裂（裂輝，割れ

目）系にＮ10｡～20.Ｗ，７０｡～80.Ｗおよび

Ｎ70｡～80.Ｅ，８０｡～85.ｓの卓越する２方向を

みとめた。

（２）馬渡地区の安家層石灰岩の小摺曲構造で

はＮ15｡～25.Ｗ，６５｡～80.Ｗ方向の軸面檗開

系がほぼＮ60｡～70.Ｅ方向の高角度の節理系

できられている。

（３）田老帯田野畑海岸地域の陸中層群（ジュ

ラ系～先宮古統下部白亜系）に発達する高角度

の系統的節理系は大旨Ｎ30.ＷおよびN60oE

の卓越した２方向をもっている。

（４）上記各地区で測定した裂艫，割れ目，節

理，欝開系のしめすＮＷ－ＳｎＮＮＷ－ＳＳＥ

およびＮＥ－ＳＷ，ＥＮＥ－ＷＳＷ方向は，それ

ぞれ北部北上山地東縁部地域の主要構造線，縦

走断層，摺曲軸およびこれらを切る横断断層に

び田老構造線について。同上，ｎｏ､73,ｐ､97～109,4

図，２表。

－，１９７２ｂ，北部北上山地，上戸鎖構造線に

ついて。金沢大教育紀要（自然科学編)，ｎｏ､２１，ｐ,７５

～８２，８図。

・宇田進一，1972，北部北上山地，沢山川

層基底の不整合について。同上，ｎｏ、２１，ｐ、８３～９１，

６図。

，北部北上山地の構造地質学的意義。地質

学論集（投稿中）。

ExplanationofP1atel

Figs、１－３，７：Examplesofshearfolding・

Ｆｉｇ．４：Typicalexampleofdragfolding･

Figs、５，７８Examplesofaxialplanecleavage・

Ｆｉｇ．６：ＳｋｅｔｃｈｏｆｔｈｅｃｌｉｆｆｏｆｔｈｅｆｏｌｄｅｄｌｉｍestoneoftheAkkaFormation、

Ｆｉｇ．８：Exampleofradialcleavage・

Ｆｉｇ．９：Diagramshowingthedistributionoｆｐolesofaxialplanecleavageofthefolded

limestoneillustratedbytheequal-areaprojection（lowerhemisphere)．

Locality；allfiguresnorthofMawatari，Yamane-ch5，KujiCity・

ExplanationofP1ateⅡ

Figs、1-5：ExamplesofsystematicjointsintheTanohatacoastaldistrict・

Locality；Figs、１，２：Shimanokoshicoast，siliceousshaleoftheMagisawaFormation･

Ｆｉｇ．３：MiddlestreamoftheMatsumaezawavalley，ｂeddedchertofthe

MagisawaFormation･

Ｆｉｇ．４８UpperstreamoftheMagisawavalley，siliceousshaleofthe

MagisawaFormation・

Ｆｉｇ．５：WestofHiraiga，beddedchertoftheMagisawaFormation．
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ＯｎｔｈｅＭｉｎｏｒＳｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆｔｈｅＡｋｋａＬｉmestone，

NorthernKitakamiMassif，Northeast

Honshn，Japan

ＭｉｋｉｈｉｒｏＳＵＧＩＭＯＴＯａｎｄＳｈｉｎ－ｉｃｈｉＵＤＡ

Abstract

（１）DetailedstratigraphicstudiesontheJurassicAkkaLimestoneintheAkab6-

bashiarea（Figs、１，２)，resultedintherecognitionofmuchexistenceofminorright-

lateraltransversefaultsofNE-SW,ENE-WSWtrends（Figs、３，４)．

（２）TwoexcellenttectonicdirectionsofnearlytrendingNW-SEandNE-SW，exist

intheminorstructures（fracture，fissure，axialplanecleavage,systematicjoint）Of

thedeformedstratadistributedintheAkab6-bashiarea（Fig.５)，Mawatariarea

(P1atel）andTanohatacoastaldistrict（Fig.６，P1atell)．Thesedirectionsarenearly

coincidentwiththegeneraltrendsofthemaintectonicline，longitudinalfault，ａｘｉｓ

ｏｆｆｏｌｄｉｎｇｏｆＮＷ－ＳＥ，NNW-SSEandthetransversefaultofＮＥ－ＳＷ，ENE-WSW

directions，intheareaabovementionedreSpectively．

（３）ThetransversetectonictrendｏｆＮＥ－ＳＷａｎｄＥＮＥ－ＷＳＷｄｉｒections，newlyemph-
asizedtheimportanceoftheirexistenceintheeasternmarginalpartoftheNorthern

Kitakamimassif，ｓｅｅｍｓｔｏｄｅｖｅｌｏｐｍｏｒｅｗｉｄｅｌｙｉｎｔｈｅｓo-calledolderbasementrockS

distributedinthenorthernpartoftheNortheastJapan，aswellaswell-known
structuraltreｎｄｏｆＮＷ－ＳＥａｎｄＮＮW-SSEdirections．
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